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回数 開催日 演題 担当科 講師氏名

第1回 4/10(水) 社会復帰支援 医療福祉相談課 木村室長

第2回 4/17(水) リハビリテーションについて リハビリテーション科 大井技士長

第3回 4/24(水) 腹部エコーの標準走査(講義) 検査科 川上副技師長

第4回 4/27(土) 腹部エコーの標準走査(実技) 検査科 林主任技師

第5回 5/8(水) 細菌検査について 検査科 野澤主任技師

第6回 5/15(水) こども子育て支援室について こども子育て支援室 藤井主任

第7回 5/22(水)
生命維持管理装置等について①
～人工呼吸療法、血液ガス分析装置～

ME室臨床工学科 秋本技士長

第8回 5/29(水)
生命維持管理装置等について②
～血液浄化療法(透析)、除細動～

ME室臨床工学科 秋本技士長

第9回 6/5(水) 電解質輸液の基礎 薬剤部 久米部長

第10回 6/12(水) 必見！胸痛アセスメントとACS症例セミナー 北大循環器内科 安斉俊久教授

第11回 6/19(水) 救急外来で診る脳神経疾患 脳神経外科 今井科長

第12回 6/26(水) 救急外来でよく遭遇する整形外科疾患 整形外科 塩田医長

第13回 7/3(水) 婦人科の救急(腹痛) 産婦人科 田沼科長

第14回 7/10(水) 鼻出血 耳鼻科 安川科長

第15回 7/17(水) めまいの診療について 耳鼻科 杉浦医長

第16回 7/24(水) 救急外来で診る泌尿器科疾患 泌尿器科 鈴木科長

第17回 7/31(水) 婦人科の救急(出血) 産婦人科 古田医長

第18回 8/7(水) 蕁麻疹と皮膚科救急 皮膚科 森田医長

第19回 8/14(水) 眼科領域の救急疾患全身疾患と合併症 眼科 相原科長

第20回 8/21(水) 脳の画像診断 放射線科 高橋科長

第21回 8/23(金) 侵襲制御医学の課題と展望 北大麻酔科 森本裕二教授

第22回 8/28(水) NST活動と当院における栄養補助食品について 栄養課 長内管理栄養士

第23回 9/4(水) 外傷の初期診療について 北大救命救急センター 和田剛志教授

第24回 9/11(水) BEAMS1 小児科 石倉科長
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第25回 9/14(土) 炎症と組織再生・がん 北大統合病理 谷口浩二教授

第26回 9/18(水) 皮膚縫合の実習 形成外科 本田科長

第27回 9/25(水) 胸腔ドレーン・CVカテーテル・CVポート 外科 橋田診療部長

第28回 10/4(金)
あなたにもはまってほしいDIC
～DICを研究する意義から臨床での凝固異常の捉え方まで～

北大救命救急センター 和田剛志教授

第29回 10/9(水) インフルエンザウイルスと予防接種2024年版 小児科 中島(理）医員

第30回 10/16(水) 人工呼吸について 麻酔科 秋山医員

第31回 10/23(水) 救急薬剤の使い方 麻酔科 山本医長

第32回 10/30(水) 循環管理の要点 麻酔科 山本医長

第33回 11/6(水) 痙攣 小児科 水上嘱託医

第34回 11/13(水) 神経診察入門Ⅰ 脳神経内科 佐々木臨床顧問

第35回 11/20(水) 神経診察入門Ⅱ 脳神経内科 佐々木臨床顧問

第36回 11/27(水) 救急外来でよくみる小児の症状とポイント 小児科 松薗医長

第37回 12/4(水) 顔面外傷 形成外科 本田科長

第38回 12/11(水) 熱傷・褥瘡 形成外科 本田科長

第39回 12/18(水) 子どもがかかりやすい感染症とワクチンで予防できるウイルス 小児科 堀田医員

第40回 12/25(水) 急性虫垂炎の診断と治療 外科 橋田診療部長

第41回 1/8(水) (未定） 糖尿病・内分泌内科 高橋科長

第42回 1/15(水) 小児の気管支喘息 小児科 東医員

第43回 1/22(水) 小児の下痢・脱水・水分管理 小児科 佐々木（吉）主任医長

専門医
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1/24(金) 医療安全の視点からみた診療記録 北大医療安全管理部 南須原康行教授

第44回 1/29（水） 大腸癌の診断と治療 腫瘍内科 笹木診療部長

第45回 1/31(金)
「呼吸器内科の魅力と可能性」
～多様な疾患を解き明かす力～

北大呼吸器内科 北井医局長

第46回 2/5(水) 下部消化管出血 消化器内科 小沼医長

第47回 2/19(水) 救急の処置(シーネ・脱臼など) 整形外科 塩田医長

第48回 2/27(木)
小児成人移行期医療
小児とAYA世代のがんを例にとって

北大小児科 真部淳教授

第49回 3/5(水)
「臨床推論」に超音波検査を組込むことの有用性
～超音波検査は、頼れる味方～

(循環器内科) 水関清先生


